






































































































































































































































（General Education Model, GEM）の構築を行った。この報告書［6］では、一
般情報教育の目的として、以下の2つを挙げている。
　◦　大学での学業や学生としての社会生活のために必要となる ICTの利活
用スキルと倫理的な行動規範の獲得
　◦　社会での中核的な役割を担う職業人としての情報や情報通信技術につ
いての素養
そして、一般情報教育の構成として、3つの科目を提案している。
　◦　アカデミック ICTスキルを扱う科目
　◦　概念的知識を扱う科目
　◦　情報倫理教育
なお、この報告書では、高等学校での情報教育が現状では十分に行われてい
ないことを指摘しており、教科「情報」の履修を前提として大学のカリキュ
ラムを設計することは難しいとしている。現状を認めた上での現実的な提案
と言える。
　こののち、情報処理学会では、カリキュラム標準の基礎となる一般情報
教育の知識体系（GEBOK2017.1）と標準的なカリキュラム例を策定してい
る［7］。GEMの科目と比べると、全体的にシステム系の内容となっており、
リテラシー系の内容が少なめになっている。
　以上のものから、大学教育として相応しい内容を考えていく。理想として
は、私立大学情報教育協会の目標が大学教育として好ましいだろう。しかし、
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高等学校までの教育状況を考えると、現状としてはGEMの科目群が現実的
なものではないだろうか。「アカデミック ICTスキルを扱う科目」と「情報
倫理教育」については、本学の ICTプログラムの「情報リテラシー」および
「表計算ソフトウェア演習」が対応していると言える。「概念的知識を扱う科
目」は「情報システム基礎」が対応しているものの、現状では一部分の内容
しか教育できていない。
5．今後の方向性
　高等学校までの情報教育が現状のままである間は、現在の ICTプログラム
をベースに、中身の充実を行っていくことになるだろう。
　これに関して1つ提案をしたい。「情報リテラシー」に関しては、週1回の
授業のみでは全体的な底上げは難しい。この対策として、ノートパソコン必
携化を考える時期ではないだろうか。近年、Listening Comprehension科目が増
えたことでパソコン教室の不足がはなはだしい。時間帯によっては、全ての
パソコン教室が授業で利用されており、自習スペースが不足している。ノー
トパソコンを全学授業で活用することによりパソコン教室不足が解消される
だけではなく、他の授業で活用する機会が増えることで ICT利活用能力の向
上が期待できる。
　将来的に、高等学校までの情報教育が本格的に行われることになると、現
在の ICTプログラムの科目はほとんどが不要であろう。大学生として必要な
レポートやプレゼンテーション資料作成のための教育が残るが、高等学校ま
での教育で ICT利活用が習得できていれば、あとはアカデミックスキルズプ
ログラムで教えることが可能である。もちろん、これらとは別に各学部や学
科で必要な専門的な内容については、引き続き各学部などでの教育が必要と
なる。現行の画一的な ICT教育については、全学組織により同一カリキュラ
ムで運営することに意義があるが、今後は、学部単位でその学部に相応しい
教育をしていくことが望ましい。
　もちろん、情報教育に関して全学的な取り組みも引き続き必要である。教
養教育を重視している大学としての情報教育の在り方を模索していくことに
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なるだろう。情報技術の進歩は非常に早く、卒業後に新しい技術や新しい
サービスが出てくることになる。ユーザとしてはもちろんだが、企業におい
て企画などの形でそういった技術やサービス創出に関わる学生も出てくるだ
ろう。そういったときに自ら学ぶことができるようにするために、GEMにお
ける「概念的知識を扱う科目」のような普遍的な基盤を高等学校よりさらに
広く深く学習しておくことが必要である。また、情報技術の基礎知識を備え
たうえで、社会でどのように活用され、どのような成果や問題が生じている
か世界規模で考える科目も必要である。これらは、世界教養プログラム応用
科目の趣旨に合致するのではないだろうか。
　統合イノベーション戦略推進会議は、全大学生が「初級レベルの数理・
データサイエンス・AIを習得」することを目標として挙げる提言を行ってい
る［8］。確かに重要な内容であるが、単なるツールの教育にするのではなく
理論を理解するには、数学教育が重要になってくるだろう。これについては
情報教育の範疇を超えており、全学における課題として検討していただきた
い。
6．おわりに
　本稿では、ICTプログラムの現状紹介と、高等学校などのカリキュラムを紹
介したうえで、本学情報教育の今後の方向性を述べた。現状では、ICTプロ
グラムは情報教育担当者を中心に運営がされている。しかし、このプログラ
ムは、大学の授業を受けるうえで必要なスキルを身に着けさせる役割も担っ
ており、大学全体の教育と大きな関係がある。情報教育について、ぜひ全学
からご意見をいただきたい。
注
1「コンピュータと情報の科学」は、外国語学部では「情報システム基礎」として開講され
ていた。
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